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第　　号　投稿チェック票（実践研究ノート用）　
投稿原稿に関するチェック
下記の項目についてご確認いただき，□にチェック（☑）をご記入ください。なお，「実践研究ノート」は，原則，「論文」の様式に従ってご執筆ください（2026年8月末日現在）。すべての項目（No.9～12など該当しない確認項目がある場合は，当該項目は除く）にチェックがない場合は，原則，掲載対象となりませんので，ご注意ください（実践研究ノートについて，査読はございません）。
	No.
	確認
	確　認　項　目

	1
	□
	投稿する原稿は未発表である。

	2
	□
	投稿者（主・共著者）はすべて本学会員である。

	3
	□
	投稿する原稿は，本学会で口頭発表したものを主内容とする原稿である。

	4
	□
	同一巻号への主著者（第一著者）としての投稿は，1編である。

	5
	□
	二重投稿などの研究活動上の不正行為をしていない。

	6
	□
	肖像権，プライバシーの保護等，人権保護に必要な配慮がされている。

	7
	□
	データの捏造，改ざん，恣意的な削除等をしていない。

	8
	□
	投稿する原稿は，本学会誌の所定の様式に従って執筆されている。

	9
	□
	図や表は，原稿の適切な場所に配置されている。

	10
	□
	図や表は，B5判に縮小・モノクロ印刷されても，鮮明なものである。

	11
	□
	図や表を第三者の著作物から転載する場合(教科書など著作物の一部を図として転載する場合も含む)，出典の明記だけでなく，著作権者の許諾も必要な場合は手続を行なっている。

	12
	□
	本文ならびに図や表等の中に，個人情報がある場合は適切に処理されており，個人が特定されない。

	13
	□
	連続する内容の原稿であっても，完結した原稿の体裁を保っている。

	14
	□
	投稿する原稿の著作権の帰属，オーサーシップ，当該原稿を公表すること等について，研究にかかわる全員の合意を得ている。

	15
	□
	社会通念上，不適切な内容は含まれていない。

	16
	□
	引用・参考文献は，本学会誌の「引用参考文献」にかかわる要領をホームページで参照して，本文の後に適切にまとめてリストアップされている。

	17
	□
	引用・参照文献は，本学会誌の「引用参考文献」にかかわる要領をホームページで参照して，本文中に適切に記述されている。

	18
	□
	提出する原稿は，「著者の氏名と所属を記したもの」と「著者の氏名と所属を削除（空欄に）したもの」を1部ずつ，合計2部作成し，それぞれ電子データ（PDF）化されている。



上記原稿に関する全ての責任は著者にあります。
令和　　 年　　 月　　 日
主著者　　　　　　　　　　　　　　　　　（ご署名・自筆）
